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１．はじめに

コンクリート床版上の舗装体内の温度測定を行う場合、その内部に温度センサーを埋設して測定するのが

一般的な手法である。しかし、供用中の橋面舗装の温度を測定する場合には、温度センサーの埋設が困難と

なる。そこで、温度測定用の供試体を作製し、これを現場の路面やコンクリート床版上に設置し、供試体の

各層の温度を計測することで、実際の舗装体内の温度を推定することができれば、供用中の橋面舗装の温度

データを得ることができ、今後の舗装および防水層の設計や性能評価などに利用できるといえる。

そこで、このような温度推定用の供試体を作製し温度測定を試みたので、その結果について報告する。

２．検討概要

（１）温度測定用供試体

温度測定用供試体(以下、供試体)は に示すとおりで図－1

あり、 × × の大きさの模擬床版( 平板)上にア30 30 6cm JIS

スファルトシート系の防水層を施工し、この上にレベリン

グ層としてＳＭＡ混合物(ｔ＝ )を舗設し、さらに表層と4cm

してポーラスアスファルト混合物(空隙率 、ｔ＝ )を20% 4cm

温度測定用供試体の概要施工した。温度センサーは防水層の上，レベリング層上およ 図－1

びポーラスアスファルト混合物表面に設置し、供試体の周囲を 厚さの発泡スチロールで覆った。5cm

（２）現場における温度測定方法

測定は、気温が高く快晴が続いた平成 年 月 日に山陰道武部橋において、実際の舗装体内および供試18 8 7

体の温度を計測した。この結果から供試体による舗装体内部の温度推定の可能性について検討した。

３．測定結果

（１）測定結果の概要

測定結果を および に示す。なお、図中の路面温度が急に低下する箇所は、雲が発生し日射が遮図－2 図－3

現場における温度測定結果(実舗装体) 温度測定結果（供試体）図－2 図－3
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断された時の計測値である。

（２）実舗装体と供試体の比較

実舗装体および供試体の各位置の温度を比較したものを

～ に示す。この結果から以下のことがいえる。図－4 図－6

① 供試体の最高路面温度は、実舗装体に比べ７℃程度低

い測定値が得られたが、最高温度到達時刻はほぼ同じで

あった。

② 供試体のレベリング層上の最高温度は実舗装体に比べ

約１℃低く計測されたが、到達時刻はほぼ同じであり差

異はなかった。

③ 供試体の防水層上の最高温度は実舗装体に比べ、約３ 路面温度図－4

℃高い結果となった。また、最高温度を記録した時刻は

実舗装体よりも約 分速い結果となった。70

この結果から、以下のことが明らかとなった。

・温度の測定値は、供試体と実舗装体で異なる。

・供試体内に発生する温度勾配は実舗装体と異なる。

・ﾎﾟｰﾗｽｱｽﾌｧﾙﾄ舗装を表層に使用した場合、路面と表層

直下の最高温度到達時刻は、供試体と実舗装体とほぼ

同時刻となる。また、ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ層に を使用した場SMA

合の防水層上の最高温度到達時刻は、実舗装体に比べ

供試体の方が速くなる。 レベリング層上の温度図－5

（３）実舗装体内の温度推定

以上の測定結果から夏期のコンクリート床版上の橋面舗

装内の各位置の最高温度は に示すとおりであり、供図－7

試体および実舗装体ともに深さ方向に直線的に変化するも

。 、 ，のとして扱える また その温度勾配は実舗装体で２℃/cm

供試体で１℃ の割合で深さ方向に減少し、 下で実/cm 5cm

舗装体と供試体の温度が一致する結果となった。

よって、使用する供試体を限定し、両者の関係を把握し

ておけば、供試体の温度測定結果に単純に補正値を加える

方法で実舗装体の各位置の温度を推定できる。本供試体を

使用した場合の補正式は次のようになる。 防水層上の温度図－6

（ ）推定最高路面温度(℃)＝供試体の最高路面温度＋5.2 1

（ ）推定最高ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ層上温度(℃)＝供試体最高ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ層上温度＋1.2 2

（ ）推定最高防水層上温度(℃)＝供試体の最高防水層上温度－3.1 3

４．まとめ

① 現場と同じ舗装構成の供試体を現場に設置し、供試体

の温度を測定することで、実際の舗装体内温度および防

水層の最高温度を推定することができる。

② 舗装表面から 下に位置する防水層の夏期最高温度8cm

は、路面温度が ℃を超えた場合でも ℃を超えないも60 50

のと推察される。 舗装体内の温度分布（最高値）図－7

土木学会第62回年次学術講演会(平成19年9月)

-168-

5-084


